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頁 行など 誤記 訂正 
P.14 表 2.2内  

 
 

 

P.18 表 2.5 道路幅員 

※1の例）散水量～、道路幅員～のときの 排

水性舗装係数は、～～とする。 

 

流下幅員 

※1の例）散水量～、道路幅員～のときの路側散

水における排水性舗装係数は、～～とする。 

【追記⇒】※3 中央散水の場合、6.0m の幅員

なら 3.0mの数値を採用する。 

P.20 ①道路構造条件 記載なし 散水形態：路側散水 

P.22 上から 12 行目 道路幅員W1=7.5m より 道路幅員W1=7.5m、路側散水形態より 

P.24 注書き 記載なし ※4：散水形態は路側散水の場合とする 

P.30 (2)枠内 1.の 2行目 

ケーシング内径≧ポンプ同径＋50mm以上 

4.修繕～あること。（最低φ250mm以上） 

“以上”を削除 

ケーシング内径≧ポンプ同径＋50mm  

4.修繕～あること。（最低φ250mm ） 
P.31 表 2.8 

ポンプ胴径 
 
 
 
 

 
 
 
 

P.34 下から 17行目   水圧は自然水位からの～～加算され

るため、  外圧力は～～～考えておく

とよい。 

井戸内外に水位差が生じた場合の水圧は～

～加算されるため、この場合の外圧力は～

～と考えて設計に留意するとよい。 
P.36 
 

表 2.11 
項目：材質 

“樹脂＋SUS”欄 

硬質塩化ビニル管 
ステンレス鋼管 
JISG6741、JIS3459 

硬質塩化ビニル管 
ステンレス鋼線 
JISG6741、JISG4309、JISG4315 

P.61 
 
 
 

⑧ポンプ容量 取 水 量 Q=1.23m3 ／ min 、 全 揚 程
H=55.6mなので図 2.27(a)の深井戸・・
 
 

取水量 Q=1.23m3／min、全揚程H=55.6m
なので図 2.28(a)の深井戸・・ 
 
 

P.104 図 3.37 
散水管 
送水管 
の両図 
 

断面図の寸法 
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・ポンプ口径 125mm 
・ポンプ出力 18.5kW 

・ポンプ口径 100mm 
・ポンプ出力 18.5kW 
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P.138 
 

表 6.6内 

朱書き部分 
 
 
 
 
 
 

 

P.139 
 

表 6.8 

朱書部分 
 
 
 
 
 
 

 

P.139 
 

表 6.9 

朱書部分 
 
 
 
 
 
 

 

P.150 
P.151 

コンクリート等 

数量表内 

125のパイプ断面積 

 

 

 
 
 

P.150 
P.153 

コンクリート等 

数量表内 

実断面積の単位（摘要欄） 

○A－○B   m3  

 

○A－○B   ㎡   

P.151 
 

②歩道部 

消雪パイプ参考図 

側面図ﾉｽﾞﾙﾋﾟｯﾁ 

 
 
 

 
 
ノズルピッチ（4@1100） 

P.152 
 

③車道部 

平面図 

（鉄筋配置寸法） 

 

左右の鉄筋配置寸法 
 
 

 

P.153 
 

④歩道部 

平面図 

（鉄筋配置寸法） 

 

左の鉄筋配置寸法 
 
 

 

P.170 
 

点検 

チェックリスト 

見出し欄 

契約項目の見出し欄（右側） 
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